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第 2回（平成３１年）美浦椿展報告

事務局 小泉不二男

第 2回美浦椿展が以下の内容で開催されました。

期日 平成３１年 1月２７日（日）午前１０時～午後４時

会場 みほふれ愛プラザ 研修室１、２

（稲敷郡美浦村宮地 国道１２５号線沿い スーパーカスミ隣り）

来場者数 １１０人 ほかに会員２５名、地元有志１０名参加

今回の特色 ①抹茶席設営

       門脇艶子会員を中心にした方々（門脇社中）の立てたお抹

茶を８０名のお客様が楽しまれました。

      ②門脇社中および誘導等に多くの地元有志の方々のご協力を

いただきました。

花の絶える真冬こそ椿がその真価を発揮する時季、とばかりに始めた１月

の椿展も今回で２回目。昨年は厳しい冷え込みが続き、出品があるのか当日

までやきもきのし通しでした。

しかし今回はゆったりした気分で椿展を迎えることができました。昨年、

侘助など冬椿が予想以上に出品されたからです。会員の多くの方が冬咲き椿

を集められ、それぞれで楽しんでいたことがわかりました。会員だけでなく

さらに多くの方に椿展を通して冬咲き椿の魅力を知ってもらいたいものです。

みほふれ愛プラザ         入り口ポスター

平日は子育てセンターが中心の施設。 小田慶久会長自作。好評でした。

館内に地元野菜などの直売所あり。  手前の投げ入れは、地元有志の方が

スーパーカスミが隣接。当日快晴。 切り花展示で残ったツバキを活用。
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１階ロビーで椿展会場誘導       抹茶席（水屋）

今年の会場は 2階研修室。誘導係に  お客様は 2階ロビーのテーブル席利

地元有志の方も参加。顔見知りが多  用。百円の茶券を 80人が購入。

くついつい長話。        和服姿の門脇社中の皆さんが応接。

展示室（2階）            鉢花コーナー

真新しい館内は、白を基調に明るい  これまで我が家で人知れずひっそり

雰囲気。来場 110名。そのほかピンク 咲いていた椿が椿展で多くの方に見

のジャンパー姿の会員も計 25名参加。 て貰えるのも喜びとは会員の声。

     初雁               絞り西王母

美浦椿展の目玉は何といっても侘助。 西王母の気品に吹っ掛け絞りの華や

販売苗も一子侘助、英勝寺侘助、乙姫 かさを併せ持つ。黄色の雄しべを垣

胡蝶侘助、白侘助、姫侘助、太郎冠者 間見せる姿に魅了される。西王母

と侘助中心に品揃え。        一族は晩秋のみならず冬も輝く。
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   星飛龍               金華美女

ハルサザンカも晩秋から冬の花。 今回初出品。一重中心の早咲きに

多くの品種を見たいところ。 八重と紫がかった花色は貴重。

   くれない         慶秋

トウツバキとサザンカの交配種。 名古屋椿協会石川事務局長作出。

晩秋より開花。冬咲き椿展の中で アザレアの交配種は未だ数が少ない。

トウツバキの華麗な花容は貴重。  豊田市の前田ナーセリーで入手。

故吉川和男氏作出。 夏に咲く交配種が課題とは石川氏。

販売コーナー           切り花コーナー

椿苗は久留米から仕入れと会員育成 前日、小泉椿畑で会員が集まり  

苗の二通り。草花苗はサカイ花園。 花切り。蕾枝のプレゼントも。


